
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

Ⅰ期A日程

数学Ⅰ

数学Ⅰの出題範囲（数と式，集合と命題，2次関数，図形と計量，
データ分析）の中から特定の分野に偏ることなくバランスよく出
題し、 以下のような項目について評価できるような問題を出題し
た。
・基本的な事柄・公式が理解できているか。
・基本的な計算力が身についているか。
・数学的・論理的な思考ができるか。
・問題文を読んで、それを定式化・図式化し、適切な公式を選
定・組み合わせて解答を導出することができるか。

①大学（薬･香薬以外）
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数学Ⅰ
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数学Ⅰ	 Ⅰ期Ａ日程

Ⅰ
1　自宅から学校までの距離を D(km) とすると，

行きにかかった時間 t 1 は，t 1(時間)=

帰りにかかった時間 t 2 は，t 2(時間)=

行きと帰りの距離の合計は 2D(km)
行きと帰りの時間の合計は t 1 + t 2(時間)

往復の平均速度 (km/時間)は，往復の距離—：
往復の時間

よって，

往復の平均速度 は，4.8(km/時間)
2 　25 人未満の団体でも 25 人分の入場券を買った方が得する人数は？ということなので，
25 人分の団体用の入場券の総額は，5,000 × 25 = 125,000 円。
25 人に満たない団体の人数を x人とすると，
25 人未満の団体用の入場券の総額は，6,000 × x 円。
題意より，

5,000 × 25 < 6,000 × x
20.8 < x

xは整数なので，21≦ x。よって，21 人以上であれば団体用の入場券を購入する方が安く購入できる。

3　連立不等式で表すことができる。

x ­ 5 < 3x……①
(x + 5)× 2 > 4x + 8 ……②

①より，

②より，x < 1
よって，

求める整数は，­2，­1，0

4 　 2 次方程式 x 2 ­ 2mx + 3m ­ 1 = 0 の判別式を Dとする。
すべての実数 xに対して，

x 2 ­ 2mx + 3m ­ 1 > 0

となるための必要十分条件は x 2 の係数が 1で正であるから，D < 0 である。

D =(­2m)2 ­ 4 × 1 ×(3m ­ 1)= 4(1 ­ 3m + m 2)
4(1 ­ 3m + m 2)< 0

よって，

Ⅱ
1　正五角形の頂角 (例えば∠BAE ) は 180°­ (360°÷ 5) = 108°，対角線と辺のなす角 (例えば∠BAC ) は (180°­ 108°)÷ 2 = 36°
である。よって，2本の対角線のなす角 (例えば∠CAD) は 108°­ 2 × 36°= 36°である。
△ACDは頂角 36°の二等辺三角形なので，∠ACD =∠ADC = 72°である。
∠PCD =∠ECD = 36°，∠CDP = 72°なので ∠CPD = 72°。よって，△CDPは二等辺三角形である。

よって，
∠PAC =∠PCA なので△PACは二等辺三角形である。

よって，

2　△ACDと△CDPは相似なので，AC:CD = CD:DP である。ここで，DP = AC ­ CD なので，AC(AC ­ CD)= CD 2 より，
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AC > 0 より，

3　

4　

Ⅲ
1　新しい価格の平均値 = 1.2 × 8000 ­ 500 = 9100 円
標準偏差に対しては定数の加減 (±500 円) は影響せず，倍率のみが影響する：
新しい価格の標準偏差 = 1.2 × 1200 = 1440 円

2 　標準偏差が 10，平均値が 70 であるから

ゆえに，x 2 + y 2 + z 2 = 15000

3 　相関係数を計算すると ­0.798 が得られる。
答えは①
あるいは，散布図を描くと視覚的に解を把握できる。

4　昇順に並び替えると

2　2　3　3　5　5　6　6　7　8　9　9

最大値：9，最小値：2
第 1四分位数：3.0，第 2四分位数：5.5，第 3四分位数：7.5
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